
 

 

 

 

 

令和３年度 

 

第６回芽室町教育委員会会議 

 

令和３年７月２１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芽室町教育委員会 



会 議 録 

 

令和３年７月２１日第６回芽室町教育委員会会議を芽室町役場２階第７会議

室で開催した。 

 

○開会時間   １６時００分 

 

○閉会時間   １６時１８分 

 

 

○出席委員   教育長職務代理者          西 村 嘉 博 

委員                福 井 栄 子 

委員                鳥 本 和 宏 

委員                松 久 大 樹 

 

○欠席委員   なし 

 

○出席職員   教育長               程 野   仁 

教育推進課長            有 澤 勝 昭 

教育推進課教育総務係長       金 須 智 秋 

教育推進課教育推進係長       橋 本   岳 

 



日程第１ 会議録署名委員の指名 

日程第２ 議案第１８号 財産取得（大型提示装置購入）の件 

 

◎日程第 1「会議録署名委員の指名」 

○程野教育長 それでは、本日の委員会の出席は 5 名であり、教育長及び在

任委員の過半数が出席していますので、本日の委員会は有効に成立いた

しました。 

   これより、第 6回教育委員会会議を開会いたします。 

   日程第 1「会議録署名委員の指名」について、本会議の会議録署名委員

は福井栄子委員とします。 

   

◎日程第 2「議案第 18 号財産取得（大型提示装置購入）の件」 

○程野教育長 日程第 2「「議案第 18 号財産取得（大型提示装置購入）の件」、

説明願います。 

 有澤教育推進課長。 

 ○有澤教育推進課長 1 ページになります。 

日程第 2「議案第 18 号財産取得（大型提示装置購入）の件」について

御説明いたします。 

    芽室町教育委員会事務委任規則第 1 条第 1 項第 3 号の規定に基づき、

教育財産の取得を町長に申出しようとするものであります。 

    財産取得の内容について御説明しますので、2ページを御覧ください。 

    1 の物品名、大型提示装置で、2の取得方法は指名競争入札で、今回、

5 社を指名いたしまして、3 社が入札に参加いたしました。3 の取得価格

は 1,086 万 1,000 円、落札率は 97.0％で、4の契約の相手方、5の納期は

記載のとおりでございます。6の規格でありますが、今回購入する大型提

示装置は、俗に電子黒板と言われるものでございまして、今回、学校に

おけるＩＣＴ教育の推進、これは 1 人 1 台端末の活用ということが 4 月

から始まっております。そのような中で、この大型提示を 3 年間かけて

段階的に購入するということで予算取りをしてございます。当初予算で   

今回計上した分のほか、今年度ここに記載している学校ごとの台数であ

りますが、合計で 21 台、タッチディスプレイというのは画面で、その下

のディスプレイスタンドという、移動式タイプですので、これが対とな

って 21 台購入いたします。 

    ちなみに、一応、3年計画で、では来年度は、再来年度はといいますと、

一応、来年度が 24 台、再来年度、令和 5年が 23 台、合計 68 台というこ

とで、基本的には普通学級、また特別支援学級のほうに 1 台ずつ配置を

考えています。 



    以上で、説明を終わります。 

 ○程野教育長 今、説明ございましたが、質疑はございますか。 

    松下委員。 

○松久委員 普通学級のクラスの中に置かれるということだと思うのですけ

れども、大型とはどれくらい大型なのか分からないので、何とも言えな

いのですが。結構、今、クラスによっては手狭になっているようなとこ

ろもあるので、置く場所とかというのは、ある程度計算されたといいま

すか、勘案されているのかなどその辺をお聞かせ願います。 

○程野教育長 有澤教育推進課長。 

○有澤教育推進課長 今回購入に当たって、実は、去年、実物がなかなか見

られなかったものですから、まず、実物を見て考えようということだっ

たので、去年から学校と検討していたのが、壁に設置するタイプと、今

回購入する移動付キャスタータイプというのを2種類検討していまして。

場所的なことで言うと、断トツでこの壁からつるすタイプのほうがいい

のですが、ただ、実際にものを今回、先生たちにいじっていただいたと

きに、やはりこの今回のキャスター付の移動ディスプレイタイプのほう

が、いろいろな性能があるのです。単純に投影型でしたら、できないこ

とが、このタイプですと、いろいろなことができるのです。 

   ただ、それを、では吊るせるかといったら、強度が足りないのです。

薄っぺらい紙みたいなものに、当初は投影するようなタイプというもの

案だったのですけれども、やはり、そこは機能が落ちるのです。 

   ですから、おっしゃるとおり、機能を優先したがために、やはり教室

は狭くなってしまうというのは、正直な実態です。 

  大きさは、ディスプレイは 65 インチのものになりまして、その下にキ

ャスターがついているのですけれども、キャスターの横幅が 90 センチ、

奥行きが 83.5 センチという形で、そのようなものです。 

○松久委員 それほど具体的なことの話ではないですけれども、結構人数の

多い学級であり、結構手狭になっているよなと思ったので、お聞きした

かったのです。 

○有澤教育推進課長 その解決策として、まだこれは、我々も財政サイドと

かとは、まだ協議はしていないのですが、やはり狭いとなると、芽室中

学校、芽室小学校ですね。そういったときに、備え付けの棚というもの

があるのですが、そこに紙ベース等の雑誌等を今、置いています。今後、

ＩＣＴ化になったときに、では、それは本当に使うのというのも、もう 1

回、学校の先生ともお話ししながら、要らないとのことであれば、ちょ

うど黒板の左側ぐらいのところにあるので撤去して、少しスペースに余

裕を持たせるだとか、そういった解決策も一つあるかなというふうに考



えております。 

○松久委員 はい、分かりました。 

○程野教育長 その黒板の左側の棚に、小さめのテレビが置いてあって、そ

の周りに棚があって、図書だとか、いろいろな資料を置いている棚を取

り払うことができれば、少しスペースができてくるという感じでありま

す。反対の右側が、タブレットの保管庫があったり、給食台があったり

して、本当にびちびちなのですよね。40 人もいる学級、芽室中学校でし

たかね。 

○有澤教育推進課長 西中学校も 40 人ですね。 

○程野教育長 橋本教育推進係長。 

○橋本教育推進係長 西中学校で 1 台、プロジェクタータイプのものを購入

するのですけれども、それは黒板に専用シートを貼って、そこにプロジ

ェクターで投影してというタイプの電子黒板になります。タッチディス

プレイのものに比べると、どうしても機能的には落ちるものになります。 

○有澤教育推進課長 この普通教室のものよりも、移動タイプとして、今、

学校としての使い道を考慮したときに、それを欲しいということでした

ので、そこは我々としては、否定はしませんでした。 

○程野教育長 西中学校の 3台の中に入っているということで、別枠ですか。 

○有澤教育推進課長 物が違うので、契約行為は別です。 

○程野教育長 別ですね、はい、分かりました。 

   そのほか、質疑ありますか。 

   鳥本委員。 

○鳥本委員 今、聞いた中で、テレビが今後どういう方向で使われるのか。

今後、このディスプレイを使って大型にするのであれば、テレビなしの

考えで、進んでいくのかなと思うのですけれども。ある程度の統一感を

持って進めてもらいたいなと思います。 

○程野教育長 有澤教育推進課長。 

○有澤教育推進課長 そのことも、やはり二つも要らないと。ただ、やはり

今現在は、テレビ放映というところが必要という学校もあるので、そこ

は、例えば、今のオンデマンド映像で可能であれば YouTube ですか、そ

れが進んだときには、学校のテレビはもう撤去しましょうと。既に使っ

ている教材があるのですね、民間放送であったりとか。それをいきなり

ということにはならないので、そこは順次、YouTube、オンデマンドの活

用が可能であれば移行していくことも考えられます。 

○程野教育長 西小学校あたりは校内放送で使っているので、そこを協議し

ながらというところもあります。 

   福井委員。 



○福井委員 今の教育長のお話と同じような形になるかと思いますが、学校

でテレビ教材を基に、テレビを使って授業をやっているというものを、

今後、このディスプレイのほうに移行という形になっていくというのは

全部の学校が統一して変わっていくということですか。 

○有澤教育推進課長 はい。ディスプレイで通常放送から YouTube だとかを

活用した、教材になっていくと思います。 

○程野教育長 橋本教育推進係長。 

○橋本教育推進係長 学校の現場に聞いたわけではないのですけれども、業

者と話している中では、デジタル放送の空きチャンネルを使って、校内

放送をやっている。芽室中学校は、たしかそんな感じでやっているよう

ではないかと思います。 

○程野教育長 空きチャンネル。 

○橋本教育推進係長 はい。それなので、このデジタルチューナーが今回の

大型提示にもついているので、そのやり方が、同じく校内放送でできる

のではないかなと思うのですけれども。ただ、今、テレビを撤去するわ

けではないので、当面は既存のテレビを使ったり、大型提示を使ったり

することも可能です。 

○程野教育長 いずれにしても、学校側のニーズを踏まえながら、継続する

か、撤去するかということですが、各学校事情を踏まえつつ統一しなが

らやっていくという考えということであります。 

   西村代理、いかがですか。 

○西村教育長職務代理者 これ、3年間で全校に設置するという、こういう考

え方なものですから、まず、統一していけば、3年後にはどの学校も形態

としては、皆同じような状態にもっていくということでありますけれど

も。設置場所のことを言われていますけれども。 

学校訪問をして思うことは、黒板の左側というのは、先生方の机とか、

先生方が実際にそこで使う物を置いていることがなんか多いようです

が、先生によっては、子供たちの机の一番後ろに自分のスペースをつく

って、そこは空きスペースにしている先生もいたのですよね。ですから、

これ、用途によっては、先生のその趣向で何とでもなるのだなという、

そういう思いがあったのです。 

それなので、今回、そういったものを入れるということであれば、あ

る程度統一して、言い替えとしては、ここに設置したい、ここが一番い

いよということをしっかり伝えて、あとは、先生方が自分の工夫でどう

するかというのは、考えてもらえればいいのではないかなと思うのです

よね。 

やはり、学校側の意見を聞くのはすごく大切なのは分かります。大切



なのは、この物が、すごく子供にとっては重要なのだよということを伝

えなければならないと思うのですよね。ぜひ、そういうことで進めても

らったほうがいいのではないかなと思うのですけれども。今、全体を聞

いていると、そんな気がしました。 

○程野教育長 全部の学校で同じところにならない可能性もあるのですけれ

ども、基本的には、おっしゃったとおり、大型提示装置の設置の意義を

踏まえて、それが有効に機能するような置き方に配慮していきたいとい

うことであります。 

   そのほかございますか。 

（「なし」と発する声あり） 

○程野教育長 それでは、3年計画で配備していくということであります。 

   よろしいですか。 

（「はい」と発する声あり） 

○程野教育長 なければ、本件について異議なしと認め、議案どおり可決い

たします。 

○程野教育長 では、以上で第 6回教育委員会会議を終了いたします。 

 

 

会議録署名  教育長      程 野   仁 

 

会議録署名  教育委員     福 井 栄 子 

 


